
県外避難

越前市

PAZ

UPZ

兵庫県

おおい町及び小浜市におけるPAZ内の住民の避難先
ちょう

 おおい町大島地区、小浜市内外海地区（泊、堅海）住民の避難については、福井県内及び県外に
おいて避難先を確保。地域ｺﾐｭﾆﾃｨの確保と行政支援継続の観点から、県内避難を基本とする。

 両地区における避難先については、平時から避難計画に関する住民説明会や有線ﾃﾚﾋﾞ放送・訓
練等を通じて住民に周知。

お ばま しちょう う ち と み

お ばま し

とまり かつ み

避難元 避難先（県外）

おおい町
大島地区

兵庫県
川西市

・加茂小学校

・久代小学校
・桜が丘小学校

・川西小学校

小浜市
内外海地区
（泊、堅海）

兵庫県
姫路市

・夢前ふれあいの館
フレンデ

避難元 避難先施設（県内）

おおい町

大島地区
敦賀市 敦賀市立粟野中学校

小浜市
内外海地区
（泊、堅海）

越前市
福井県立武生商業

高等学校

＜避難方法＞

①自家用車

②バス等の車両による避難

③船舶、ヘリ等による避難

敦賀市

PAZ内人口

おおい町 大島地区 ７４８人

小浜市内 内外海地区

（泊、堅海）
２６９人

合計 １，０１７人

川西市

姫路市
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PAZ内における自家用車で避難できない住民の数

自家用車で避難できない住民の集合場所

小浜市
原子力災害対策本部

大島地区

５７人

内外海地区

（泊、堅海）

２７人

うち と み

大飯オフサイトセンター

※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊 ）に支援を要請

おおい町
原子力災害対策本部

おばま しちょう

（凡例）

：一時集合場所

：原子力災害対策本部

おおい町

小浜市

大島小学校

はまかぜ交流センター

PAZPAZ内
地域

避難
対象者 バス避難者数

自家用車等
避難者数

おおい町

大島地区
７４８人 ５７人 ６９１人

小浜市

内外海地区

（泊、堅海）

２６９人 ２７人 ２４２人

合計 １，０１７人 ８４人 ９３３人

福井県栽培漁業センター

泊

堅海
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 おおい町、小浜市による調査の結果、両地区における自家用車で避難できない住民は
全1,017人のうち、84人。
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おおい町において全面緊急事態で必要となる輸送能力及びその確保

 おおい町において全面緊急事態で必要となる輸送能力は、自家用車で避難できない住民、合計57人
分：ﾊﾞｽ2台。

 全面緊急事態発生時には、福井県嶺南地方のﾊﾞｽ会社が保有する車両のほか、関西電力が配備す
る車両により、必要車両台数を確保。

 車両及び運転者については、福井県ﾊﾞｽ協会等の協力により、更に余裕を持った台数・人数を確保。

想定対象人数 必要車両台数 備考

自家用車での避難ができない住民 ５７人 ２台 バス1台当り４５人程度の乗車を想定【資料P42】

※1 数字は現段階で地方公共団体が把握している暫定値

※1

＜おおい町において全面緊急事態で必要となる輸送能力＞

＜おおい町における全面緊急事態での輸送能力の確保＞

確保車両台数

備考
バス

（A）必要車両台数 ２台

（B）確保車両台数 ２台

確保先

バス会社［福井県嶺南地方］ １台 保有車両台数 バス１８７台

関西電力 １台 保有車両台数 バス９台

※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請

れいなん
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小浜市において全面緊急事態で必要となる輸送能力及びその確保

 小浜市において全面緊急事態で必要となる輸送能力は、自家用車で避難できない住民27人分：ﾊﾞｽ1台。

 全面緊急事態発生時には、関西電力が配備する車両により、必要車両台数を確保。

 福井県ﾊﾞｽ協会等の協力により、更に余裕を持った台数・人数を確保。

想定対象人数 必要車両台数 備考

自家用車での避難が
できない住民

２７人 １台 1台当り４５人程度の乗車を想定【資料P42】

※1 数字は現段階で地方公共団体が把握している暫定値

※1

確保車両台数
備考

バス

（A）必要車両台数 1台

（B）確保車両台数 1台

確保先 関西電力 1台 保有車両台数 バス９台

＜小浜市において全面緊急事態で必要となる輸送能力＞

＜小浜市における全面緊急事態での輸送能力の確保＞

※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請
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